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は
じ
め
に

一
九
五
一
年
九
月
に
署
名
さ
れ
た
「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
」（
平
和
条
約
）
お
よ
び
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保

障
条
約
」（
日
米
安
保
条
約
）
は
、
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
に
発
効
し
た
。
足
掛
け
七
年
に
わ
た
る
連
合
国
軍
の
占
領
に
終
止
符
が
打
た

れ
、
日
本
は
再
独
立
を
果
た
す
。
こ
の
独
立
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
三
ヶ
月
前
か
ら
交
渉
が
始
ま
っ
た
の
が
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
第
三
条
に
基
く
行
政
協
定
」（
行
政
協
定
）
で
あ
っ
た
。
日
米
安
保
条
約
お
よ
び
行
政
協
定
は
、
一
九
六
〇

年
に
改
定
さ
れ
、「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
」（
新
日
米
安
保
条
約
）
お
よ
び
「
日
本
国
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の

地
位
に
関
す
る
協
定
」（
日
米
地
位
協
定
）
へ
と
改
定
さ
れ
た
。
改
定
の
目
玉
の
ひ
と
つ
が
、
駐
留
米
軍
の
行
動
に
日
本
側
の
発
言
権
を
確

論　

説
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保
す
る
た
め
導
入
さ
れ
た
事
前
協
議
制
度
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
安
保
改
定
以
前
、
こ
の
事
前
協
議
制
度
の
導
入
を
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
一
三
年
一
〇
月
の

外
交
記
録
公
開
に
よ
っ
て
、「
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
」（
国
連
軍
協
定
）
の
交
渉
の
様
子
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
国
連
軍
協
定
が
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
交
渉
過
程
に
い
た
っ
て
は

ま
っ
た
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

（
1
）

。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
国
連
軍
が
中
国
東
北
部
（
満
州
）
を
爆
撃
す
る
よ
う
な
場
合
、
事
前
に

日
本
政
府
に
通
告
し
、
協
議
す
る
よ
う
、
日
本
政
府
は
国
連
軍
側
に
求
め
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
保
条
約
改
定
時
に
導
入
さ
れ

た
事
前
協
議
制
度
の
原
型
で
あ
る
。

本
稿
は
、
事
前
協
議
制
度
の
う
ち
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
、
そ
れ
に
、
戦
闘
作
戦

行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
の
ふ
た
つ
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
事
前
協
議
制
度
の
原
型
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
一
九
五
二
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
日
米
間
で
交
渉
さ
れ
た
行
政
協
定
に
つ
い
て
論
じ
る
。
日
米
安
保
条
約
が
わ

ず
か
五
条
か
ら
な
る
簡
潔
な
も
の
で
あ
り
、
日
米
関
係
を
規
定
す
る
具
体
的
な
部
分
は
、
行
政
協
定
に
委
ね
ら
れ
た
。
行
政
協
定
交
渉
時

に
お
い
て
、
い
か
な
る
事
項
に
関
心
が
も
た
れ
て
い
た
の
か
、
行
政
協
定
の
問
題
点
は
何
か
、
国
連
軍
協
定
交
渉
が
何
ゆ
え
重
要
に
な
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
節
で
は
、
一
九
五
二
年
当
時
、
米
軍
の
日
本
駐
留
に
関
連
し
て
、
何
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
か
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
そ
の
な
か

で
、
国
連
軍
将
兵
の
日
本
へ
の
出
入
り
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
点
を
分
析
す
る
。
日
本
側
は
、
出
入
り
に
限
ら
ず
、
国
連
軍
の
作
戦
行
動

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
も
要
請
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
五
二
年
六
月
、
国
連
軍
に
よ
る
中
朝
国
境
付
近
の

二
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水
豊
ダ
ム
爆
撃
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

第
三
節
で
は
、
国
連
軍
協
定
交
渉
に
お
い
て
、
日
本
側
が
提
示
し
た
事
前
協
議
案
を
紹
介
し
、
分
析
す
る
。
同
時
に
、
こ
う
し
た
日
本

案
提
示
の
背
景
を
探
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
後
、
こ
の
日
本
案
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
、
交
渉
の
経
緯
を
追
っ
て
み
る
。

最
後
に
、
日
本
案
が
な
ぜ
事
前
協
議
の
原
型
と
い
え
る
の
か
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
を
解
き
明
か
す
。

一
．
日
米
行
政
協
定
と
事
前
協
議

行
政
協
定
交
渉
時
の
関
心

日
米
安
保
条
約
第
三
条
に
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に
お
け
る
配
備
を
規
律
す
る
条
件
は
、
両
政
府

間
の
行
政
協
定
で
決
定
す
る
。」
と
あ
る
。
米
軍
が
駐
留
す
る
条
件
は
、
日
米
間
の
行
政
協
定
に
委
ね
ら
れ
た
。
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク
国

務
次
官
が
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
特
別
代
表
と
し
て
、
一
九
五
二
年
一
月
二
六
日
に
来
日
し
、
行
政
協
定
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
。
約
一
ヶ

月
後
の
二
月
二
八
日
、
岡
崎
勝
男
国
務
大
臣
と
ラ
ス
ク
代
表
と
の
間
で
、
行
政
協
定
に
署
名
が
な
さ
れ
、
こ
の
交
渉
は
終
了
し
た
。

交
渉
中
、
行
政
協
定
に
対
す
る
国
民
の
懸
念
を
代
弁
し
た
と
も
い
え
る
の
が
、
二
月
一
二
日
の
『
朝
日
新
聞
』
の
社
説
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
懸
念
の
第
一
は
、
駐
留
軍
の
出
動
、
そ
れ
も
、
国
外
へ
の
出
動
に
、
日
本
側
の
同
意
を
要
す
る
か
否
か
で
あ
っ
た
。

も
し
「
そ
の
判
断
が
ア
メ
リ
カ
の
み
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
軍
事
基
地
と
し
て
の
日
本
は
、
そ
の
意
思
い
か
ん
に
か
ゝ
わ
ら

ず
、
あ
る
い
は
自
動
的
に
戦
場
と
な
る
可
能
性
も
で
て
く
る
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
二
は
原
爆
基
地
の
問
題
で
あ
る
。
原
爆
基
地
と
は
、
今
日
で
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
用
語
で
あ
る
が
、「
原
爆
を
つ
ん
だ
大
型

機
を
発
進
で
き
る
飛
行
場
」
を
意
味
す
る
。
発
進
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
の
同
意
を
必
要
と
す
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。

二
七
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第
三
は
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
の
問
題
で
あ
る
。
日
米
安
保
条
約
の
前
文
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
が
「
直
接
及
び
間
接
の
侵
略
に
対

す
る
自
国
の
防
衛
の
た
め
漸
増
的
に
自
ら
責
任
を
負
う
こ
と
を
期
待
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
防
衛
力
増
強
は
、
日
本
の
自

由
意
思
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

こ
の
三
つ
の
う
ち
、
最
初
の
ふ
た
つ
が
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
っ
て
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
。
事
前
協
議
制
度
で
用
い

ら
れ
た
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
、
第
一
の
駐
留
軍
の
出
動
と
は
、
在
日
米
軍
基
地
か
ら
、
日
本
防
衛
を
目
的
と
せ
ず
、
米
軍
が
対
外
的
な

戦
闘
作
戦
行
動
を
と
る
場
合
で
あ
る
。
第
二
の
原
爆
基
地
と
は
、
米
軍
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
つ
ま
り
、
米
軍
に
よ
る
日
本
へ

の
核
持
ち
込
み
に
事
前
協
議
を
必
要
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
問
題
は
、
行
政
協
定
の
交
渉
が
始
ま
る
前
か
ら
、
国

会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。

一
例
と
し
て
、
行
政
協
定
交
渉
開
始
直
前
の
一
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
本
会
議
で
の
質
問
が
あ
る
。
緑
風
会
の
岡
本
愛
祐
議
員

は
、「
日
本
に
駐
留
す
る
米
国
軍
が
中
共
基
地
を
爆
撃
す
る
た
め
に
日
本
の
基
地
を
使
用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
ず
日

本
に
協
議
せ
し
め
る
こ
と
を
交
渉
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す
か
ど
う
か
。」「
そ
の
場
合
に
日
本
の
米
軍
基
地
を
原
子
爆
弾
使
用
の
基
地
と
す

る
こ
と
を
拒
絶
す
る
御
用
意
が
あ
り
ま
す
か
。」
と
尋
ね
て
い
る

（
2
）

。

こ
う
し
た
問
題
以
外
に
も
、
日
本
側
は
、
国
連
軍
兵
士
の
日
本
へ
の
出
入
国
に
つ
い
て
、
日
本
へ
事
前
通
報
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
、
核
の
持
ち
込
み
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
九
五
二
年
当
時
す
で
に
話
題

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
は
、
日
本
側
に
通
報
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
連
軍
協
定
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
、
と
り
わ
け
、
満
州
へ
の
爆
撃
と
い
っ
た
場
合
、
日
本
側
に
通
報
し
、
協
議
す
る
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
案
を
、
日
本
側
は
米
側
に
提
示
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
事
前
協
議
制
度

二
八
〇
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の
原
型
を
め
ぐ
る
議
論
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

行
政
協
定
の
問
題
点

国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
分
析
す
る
前
に
、
行
政
協
定
を
俯
瞰
し
て
お
き
た
い
。
当
初
、
国
連
軍
協
定
の
取
り
ま
と
め
役
の
ア
メ
リ

カ
側
に
は
、
行
政
協
定
の
規
定
を
、
国
連
軍
協
定
に
も
そ
の
ま
ま
準
用
し
、
国
連
軍
の
待
遇
を
米
軍
と
同
等
に
す
る
と
の
考
え
も
あ
っ
た

か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、
米
軍
は
日
本
の
依
頼
に
よ
り
駐
留
し
て
い
る
が
、
国
連
軍
に
対
し
て
は
、
国
連
協
力
の
趣
旨
か
ら
、

で
き
る
だ
け
便
宜
を
は
か
る
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
認
識
し
て
い
た

（
3
）

。
行
政
協
定
で
は
、
米
軍
関
係
者
の
属
人
的
裁
判
権
が
米
側
に
認
め
ら

れ
、
ま
た
、
全
土
基
地
方
式
が
と
ら
れ
、
同
協
定
の
悪
評
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

行
政
協
定
に
お
い
て
、
米
軍
の
行
動
へ
の
「
歯
止
め
」
に
関
連
す
る
の
は
第
二
四
条
で
あ
る
。「
日
本
区
域
に
お
い
て
敵
対
行
為
又
は

敵
対
行
為
の
急
迫
し
た
脅
威
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
日
本
国
政
府
及
び
合
衆
国
政
府
は
、
日
本
区
域
の
防
衛
の
た
め
必
要
な
共
同
措
置
を

執
り
、
且
つ
、
安
全
保
障
条
約
第
一
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
、
直
ち
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日

本
が
攻
撃
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
脅
威
が
及
ん
だ
場
合
、
日
本
防
衛
の
た
め
、
日
米
は
共
同
措
置
を
と
る
。
安
保
条
約
第
一
条
の
目

的
遂
行
の
た
め
、
直
ち
に
協
議
す
る
。

日
米
安
保
条
約
第
一
条
の
後
段
は
、
米
軍
の
使
用
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
米
軍
が
行
動
す
る
の
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
場
合
で
あ

る
。
第
一
に
、
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
、
第
二
に
、
外
国
に
よ
る
教
唆
又
は
干
渉
に
よ
り
引
き
起
さ
れ
た
日

本
国
に
お
け
る
大
規
模
の
内
乱
及
び
騒
じ
よ
う
の
鎮
圧
の
た
め
、
第
三
に
、
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
に
対
す
る
日
本
国
の
安
全
確
保
の
た

め
で
あ
る
。

二
八
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第
二
の
大
規
模
な
内
乱
等
の
鎮
圧
の
た
め
に
米
軍
が
出
動
す
る
に
は
、「
日
本
国
政
府
の
明
示
の
要
請
」
が
必
要
と
あ
る
。
ま
た
、
第

三
の
日
本
国
の
安
全
確
保
の
場
合
、
行
政
協
定
第
二
四
条
に
、
日
米
は
共
同
措
置
を
と
る
と
明
記
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
協
議
と
解
さ
れ
る
。

問
題
は
、
第
一
の
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
の
米
軍
の
行
動
が
、
日
本
の
安
全
に
直
接
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
が

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
協
議
が
行
わ
れ
る
の
か
、
協
議
と
は
何
か
、

協
議
が
整
わ
な
い
場
合
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
だ
っ
た

（
4
）

。

こ
の
点
、
日
本
側
に
と
っ
て
、
巻
き
返
し
の
機
会
が
や
っ
て
く
る
。
平
和
条
約
第
六
条
⒜
項
に
、「
連
合
国
の
す
べ
て
の
占
領
軍
は
、

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
後
な
る
べ
く
す
み
や
か
に
、
且
つ
、
い
か
な
る
場
合
に
も
そ
の
後
九
十
日
以
内
に
、
日
本
国
か
ら
撤
退
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
。
但
し
書
き
に
は
、
日
本
を
一
方
当
事
国
と
す
る
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
外
国
軍
隊
の
日
本
駐
留
が
可
能

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
の
が
、
日
米
安
保
条
約
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
駐
留
米
軍
の
地
位
を
定
め
た

行
政
協
定
署
名
後
、
ア
メ
リ
カ
上
院
は
平
和
条
約
と
日
米
安
保
条
約
を
批
准
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
国
連
軍
（
米
軍
を
の
ぞ
く
）
の
地
位
を
定
め
る
地
位
協
定
は
、
平
和
条
約
発
効
後
も
す
ぐ
に
は
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
。

も
と
も
と
、
国
連
軍
が
平
和
条
約
発
効
後
も
日
本
に
駐
留
で
き
る
根
拠
規
定
は
、
平
和
条
約
、
日
米
安
保
条
約
と
同
時
に
署
名
さ
れ
た

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
の
署
名
に
際
し
吉
田
内
閣
総
理
大
臣
と
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
と
の
間
に
交
換
さ

れ
た
公
文
」（
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文
）
だ
け
で
あ
る
。
国
連
軍
の
場
合
に
は
、
米
軍
の
駐
留
が
ゆ
る
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
日
米
安
保

条
約
の
よ
う
な
、
確
固
た
る
基
盤
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
側
は
、
国
連
軍
協
定
交
渉
に
お
い
て
、
米
軍
の
行
動
（
日

本
外
で
は
、
朝
鮮
戦
争
に
出
動
す
る
米
軍
も
国
連
軍
と
な
る
）
に
、
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
分
析
す
る
よ
う
に
、

実
際
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
後
の
事
前
協
議
制
度
の
原
型
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。

二
八
二



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
六
五
）

交
渉
当
事
者
の
苦
悩

平
和
条
約
お
よ
び
日
米
安
保
条
約
の
交
渉
で
、
事
務
上
の
交
渉
責
任
者
で
あ
っ
た
西
村
熊
雄
外
務
省
条
約
局
長
は
、
そ
の
著
書
『
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』
で
、
日
本
側
の
交
渉
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
側
の
要
請
に
よ
り
、
日
米
安

保
条
約
に
、「
極
東
条
項
」（
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
お
よ
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
、
米
軍
は
日
本
国
内
の
施
設
お
よ
び
区
域
を
使
用
で

き
る
。）
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
在
日
米
軍
に
よ
る
日
本
防
衛
義
務
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
。
そ
の
点
を
日
本
側
は
是
正
し
よ
う
と
し
た

も
の
の
、
か
な
わ
な
か
っ
た
と
同
書
の
本
文
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
注
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
付
記
し
た
。

こ
の
ほ
か
極
東
条
項
に
関
連
す
る
問
題

│
例
え
ば
極
東
の
範
囲
如
何
と
か
日
本
の
提
供
す
る
施
設
・
区
域
が
極
東
の
平
和
と
安
全

の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
行
動
す
る
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、
日
本
政
府
は
ど
の
程
度
こ
の
使
用
に
関
与
し
う

る
か
な
ど
な
ど

│
に
つ
い
て
、
充
分
考
慮
を
は
ら
わ
な
い
で
、「
同
意
あ
っ
て
然
る
べ
し
」
と
の
結
論
を
総
理
に
上
申
し
た
こ
と
は
、

今
日
に
至
っ
て
な
お
事
務
当
局
と
し
て
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
は
一
九
六
〇
年
一
月
十
九
日
の
日
米
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
で
是
正
さ
れ
た
。
せ
め
て
も
の
慰
め
で
あ
る

（
5
）

。

西
村
は
、
米
軍
に
よ
る
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
に
、
日
本
政
府
が
ま
っ
た
く
関
与
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
。

後
の
事
前
協
議
制
度
の
導
入
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
充
分
に
考
慮
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
交
渉
当
事
者
は
苦
悩
し
、

西
村
は
そ
れ
を
直
裁
に
表
現
し
て
い
た
。

ま
た
、
一
九
五
一
年
九
月
の
平
和
条
約
の
締
結
に
随
員
と
し
て
参
加
し
た
宮
澤
喜
一
（
池
田
勇
人
大
蔵
大
臣
秘
書
官
で
、
後
の
首
相
）
は
、

二
八
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
六
六
）

行
政
協
定
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
人
々
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

し
か
し
当
時
か
ら
部
外
者
で
は
あ
っ
た
が
私
が
感
じ
て
い
た
こ
と
を
率
直
に
述
べ
る
と
、
講
和
の
発
効
を
境
に
し
て
、
今
迄
の
米
軍

は
日
本
の
主
権
者
と
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
日
か
ら
は
こ
ち
ら
が
主
人
で
向
う
は
お
客
様
、
も
っ
と
は
っ
き
り
云
え
ば
、
そ
の
日

か
ら
米
軍
は
こ
ち
ら
の
意
思
に
反
し
て
色
々
や
っ
て
も
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
立
場
に
変
る
の
だ
、
と
い
う
原
則
が
行
政
協
定
を
折
衝
し

た
人
々
の
間
に
、
時
と
し
て
見
失
わ
れ
た
か
に
見
え
る
点
で
あ
る

（
6
）

。

こ
の
「
見
失
わ
れ
た
か
に
見
え
る
点
」
の
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
が
、
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
述
の

西
村
の
言
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
行
政
協
定
交
渉
の
当
事
者
で
あ
っ
た
岡
崎
国
務
大
臣
は
、「
行
政
協
定
な
ど
は
本
来
な
ら
相
當
不
愉
快
な
や
り
取
り
も
あ
る

筈
の
交
渉
で
は
あ
つ
た
が
、
事
實
は
ま
つ
た
く
談
笑
の
う
ち
に
事
が
極
ま
つ
た
と
い
つ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
、
交
渉
の
困
難
な

ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る

（
7
）

。

一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定

一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
り
、
事
前
協
議
制
度
が
導
入
さ
れ
、
一
九
五
二
年
当
時
の
懸
念
は
是
正
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
制
度

は
、
改
定
安
保
条
約
の
附
属
文
書
で
あ
る
「
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
」（
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
）
に
、
い
さ
さ
か
抽

象
的
な
表
現
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

二
八
四



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
六
七
）

合
衆
国
軍
隊
の
日
本
国
へ
の
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
同
軍
隊
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
並
び
に
日
本
国
か
ら
行
な
わ
れ

る
戦
闘
作
戦
行
動
（
前
記
の
条
約
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）
の
た
め
の
基
地
と
し
て
の
日
本
国
内
の
施
設
及

び
区
域
の
使
用
は
、
日
本
国
政
府
と
の
事
前
の
協
議
の
主
題
と
す
る
。

こ
の
交
換
公
文
に
は
、
事
前
協
議
の
対
象
と
し
て
、
三
つ
の
事
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
米
軍
の
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
で
あ
る
。
こ
れ
は
軍
隊
の
規
模
が
急
激
に
増
え
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
安
保
条
約

改
定
当
時
、
こ
の
意
味
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
が
、「
陸
上
部
隊
の
場
合
は
一
個
師
団
程
度
，
空
軍
の
場

合
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
、
海
軍
の
場
合
は
一
機
動
部
隊
程
度
の
配
置
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
一
九
六
八
年
に
な
っ

て
か
ら
だ

（
8
）

。

第
二
に
、
米
軍
の
装
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
で
あ
る
。
こ
の
文
言
だ
け
で
は
何
を
意
味
す
る
の
か
わ
か
り
に
く
い
が
、
交
渉
経
緯
に

よ
れ
ば
、
核
の
持
ち
込
み
を
さ
す
。「
持
ち
込
み
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
核
搭
載
艦
船
・
航
空
機
の
寄
港
・
立
ち
寄
り
を
、
事
前
協
議

の
対
象
と
は
し
な
い
密
約
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。
政
府
が
、
寄
港
・
立
ち
寄
り
も
含
め
、
す
べ
て
の
核
持
ち
込

み
は
事
前
協
議
の
対
象
で
あ
る
と
し
、
い
っ
さ
い
の
密
約
は
存
在
し
な
い
と
言
明
し
て
き
た
か
ら
だ
。
二
〇
一
〇
年
三
月
、
外
務
省
に
よ

り
密
約
対
象
文
書
・
関
連
文
書
が
公
開
さ
れ
、
さ
ら
に
、
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
核
搭
載
艦
船
等
の
寄
港
・
立
ち
寄
り
は
事
前
協
議
の

対
象
と
は
し
な
い
こ
と
に
日
本
側
が
同
意
し
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
。
密
約
の
存
在
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

（
9
）

。

第
三
は
、
米
軍
に
よ
る
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
で
あ
る
。
米
軍
に
よ
っ
て
、
在
日
米
軍
基
地
か
ら
日
本
外
へ
攻
撃
が
お
こ

な
わ
れ
る
場
合
を
さ
す
。
と
く
に
、
朝
鮮
有
事
の
際
に
は
、
事
前
協
議
な
し
に
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
を
可
能
と
す
る

二
八
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
六
八
）

「
朝
鮮
議
事
録
」
と
い
う
密
約
が
、
安
保
改
定
交
渉
時
に
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

事
前
協
議
は
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
で
、
制
度
と
し
て
は
じ
め
て
確
立
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
挙
げ
た
三
つ
の
事
例
は
、

一
九
五
二
年
二
月
の
行
政
協
定
交
渉
時
、
国
会
に
お
い
て
、
問
題
と
し
て
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
行

政
協
定
に
続
く
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
に
お
い
て
、
具
体
的
に
議
論
の
対
象
と
な
る
。
西
村
条
約
局
長
の
反
省
の
弁
を
紹
介
し
た
が
、
国

連
軍
協
定
交
渉
に
お
い
て
は
、
巻
き
返
し
を
は
か
る
試
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
。
た

だ
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
よ
る
事
前
協
議
制
度
導
入
へ
の
伏
線
と
な
っ
て
い
く
。
事
前
協
議
制
度
の
原
型
を

国
連
軍
協
定
交
渉
の
な
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
．
国
連
軍
兵
士
の
出
入
国
問
題

国
連
軍
協
定
交
渉
の
開
始
に
至
る
経
緯

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
、
平
和
条
約
が
発
効
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
く
米
軍
以
外
の
連
合
国
軍
は
九
〇
日
以

内
に
日
本
か
ら
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
当
時
、
日
本
に
は
、
英
濠
軍
を
中
心
と
す
る
英
連
邦
朝
鮮
派
遣
軍
（
国
連
軍
）
も

駐
留
し
て
い
た

（
10
）

。
一
九
五
二
年
七
月
上
旬
に
お
け
る
国
連
軍
関
係
者
の
駐
留
人
数
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
広
島
県
呉
市
を
中
心
に

八
千
人
弱
の
兵
士
が
駐
留
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
米
軍
に
対
す
る
行
政
協
定
に
対
応
す
る
形
で
、
国
連
軍
の
地
位
を
定
め
る
必
要
が

あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
交
渉
の
開
始
は
遅
れ
る
。
以
下
、
国
連
軍
協
定
締
結
に
向
け
た
交
渉
開
始
ま
で
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た

い
。

二
八
六



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
六
九
）

行
政
協
定
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
一
九
五
二
年
二
月

二
八
日
、
岡
崎
国
務
大
臣
と
ラ

ス
ク
米
特
別
代
表
と
の
間
で
署

名
さ
れ
た
。
日
本
側
は
、
米
軍

を
除
く
国
連
軍
の
地
位
を
明
ら

か
に
し
て
お
く
た
め
、
平
和
条

約
お
よ
び
日
米
安
保
条
約
の
発

効
前
に
、
関
係
連
合
国
と
協
定

を
結
び
た
い
と
考
え
て
い
た
。

三
月
一
二
日
、
西
村
条
約
局
長

は
米
側
に
試
案
を
提
示
す
る

（
11
）

。

こ
れ
を
も
と
に
交
渉
す
る
よ
う

米
側
に
呼
び
か
け
た
が
、
関
係

連
合
国
の
意
見
が
一
致
し
な

か
っ
た
。
日
本
側
は
数
次
に
わ

た
り
督
促
し
た
も
の
の
、
交
渉

国連軍兵士・家族・軍属の日本駐留人数（1952年7月1日～ 15日）

国 駐留兵士 慰労・休養等兵士 家族 軍属 合計
英連邦朝鮮派遣軍
　イギリス 3494 295 － 24 3813
　オーストラリア 2287 148 51 44 2530
　カナダ 1584 59 － 8 1651
　ニュージーランド 366 30 － － 396
　インド 9 － － － 9

ベルギー・ルクセンブルグ 6 17 － － 23
コロンビア 3 35 － － 38
エチオピア 3 32 － － 35
フランス 11 27 － － 38
ギリシャ 10 24 － － 34
オランダ 11 20 － 1 32
フィリピン 5 39 － 1 45
タイ 32 27 － － 59
トルコ 9 40 － － 49
南アフリカ 5 － － － 5
スウェーデン － 2 － － 2
イタリア － － － －
入院患者 － 226 － － 226

合計 7835 1021 51 78 8985

（出所 ）“Joint Meeting of Deputies for Negotiation of Agreement Regarding the 
Status of United Nations Forces in Japan, Eighth Meeting, August 1, 1952”

（Confi dential, Security Information）, RG84 Japan; U.S. Embassy, Tokyo; 
Classified General Records, 1952-1963,　Box3⑴（320. 1 UN Forces in 
Japan）, National Archives at College Park, College Park, MD.
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ま
で
に
い
た
ら
ず
、
平
和
条
約
の
発
効
を
む
か
え
た
。

平
和
条
約
発
効
前
日
の
四
月
二
七
日
午
後
、
米
側
は
マ
シ
ュ
ー
・
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
署
名
の
外
務
大
臣
あ
て
書
簡

を
日
本
側
に
提
示
し
た
。
内
容
は
、「（
イ
）
所
要
の
協
定
は
、
平
和
条
約
発
効
後
九
十
日
内
に
必
ず
締
結
す
る
。（
ロ
）
施
設
、
役
務
、
裁

判
権
及
び
経
費
に
つ
い
て
、
平
和
条
約
発
効
か
ら
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
暫
定
的
に
現
状
で
ゆ
き
、
協
定
が
で
き
れ
ば
、
協

定
に
従
つ
て
さ
つ
及
し
て
調
整
で
き
る
。（
ハ
）
リ
司
令
官
の
書
簡
と
外
務
大
臣
の
返
簡
は
日
本
政
府
と
関
係
連
合
国
政
府
と
の
間
の
協

定
を
構
成
す
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
12
）

。

こ
れ
に
対
し
、
翌
二
八
日
、
日
本
側
は
、「（
イ
）
交
換
公
文
が
日
本
政
府
と
関
係
連
合
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
構
成
す
る
と
の
条
項

は
、
対
国
会
関
係
か
ら
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。（
ロ
）
呉
地
区
に
お
け
る
英
濠
軍
使
用
中
の
施
設
は
、
必
要
最
小
限
度
に
限
定
し
、
他
は

即
座
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る
。（
ハ
）
既
に
と
ら
れ
て
い
る
英
濠
軍
の
た
め
の
調
達
終
止
の
措
置
は
そ
の
ま
ま
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
示

す
べ
き
で
あ
る
。（
ニ
）
最
終
協
定
が
成
立
す
る
と
き
は
、
と
く
に
、
経
費
に
つ
い
て
、
平
和
条
約
発
効
時
に
さ
つ

0

0

及
し
て
運
用
す
る
こ

と
を
明
定
す
べ
き
で
あ
る
。（
ホ
）
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
現
状
ど
お
り
と
す
る
は
不
可
で
あ
る
（
わ
が
方
の
希
望
す
る
原
則
を
掲
げ
て
お
い

た
。）（
ヘ
）
裁
判
権
以
外
の
特
典
等
に
つ
い
て
は
、
要
件
ご
と
に
協
議
し
て
取
扱
を
き
め
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
、（
ト
）
行
政
協

定
の
い
か
な
る
条
項
も
米
軍
以
外
の
軍
隊
の
た
め
特
権
免
除
を
要
求
す
る
根
拠
と
し
て
援
用
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
明
定
す
べ
き
で
あ

る
。」
と
の
意
見
書
を
添
え
、
対
案
を
米
側
に
交
付
し
た

（
13
）

。

こ
の
日
本
側
意
見
書
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
国
連
軍
を
米
駐
留
軍
と
同
列
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
日
本
側
が
強
く
主
張

し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
行
政
協
定
が
国
会
の
承
認
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
に
お
お
く
の
批
判
が
あ
っ
た
た
め
、
国

連
軍
協
定
は
、
国
会
の
批
准
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
く
、
批
判
が
強
か
っ
た
の
は
、
行
政
協
定
の
刑
事
裁
判
権
で
あ

二
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り
、
日
本
政
府
と
し
て
も
、
現
状
ど
お
り
は
、
と
て
も
の
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

二
八
日
午
後
八
時
、
岡
崎
国
務
大
臣
は
、
ド
イ
ル
・
ヒ
ッ
キ
ー
参
謀
長
と
会
談
し
た
。
参
謀
長
は
、
最
終
協
定
は
、
こ
こ
三
、
四
週
間

内
に
は
で
き
る
と
思
う
か
ら
、
交
渉
を
継
続
し
つ
つ
、
そ
れ
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、「
施
設
、
役
務
、
裁
判
権
、
経
費
な
ど
一
応
従

前
ど
お
り
で
ゆ
き
、
経
費
は
最
終
協
定
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
さ
つ
0

0

及
適
用
す
る
。」
と
の
趣
旨
の
書
簡
案
を
持
参
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

岡
崎
大
臣
は
、
前
記
の
日
本
側
意
見
書
に
盛
ら
れ
た
立
場
を
重
ね
て
説
明
し
た
。
結
局
、
両
者
の
意
見
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
交

渉
が
継
続
中
で
あ
る
と
の
前
提
で
、
早
急
な
締
結
を
期
待
し
、
従
前
の
例
に
よ
る
と
し
た
。
事
務
レ
ベ
ル
で
、
書
簡
案
を
作
成
し
、
そ
れ

ま
で
の
間
、
現
状
で
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
側
書
簡
（
往
復
と
も
）
案
は
、
四
月
三
〇
日
、
米
側
に
手
交
さ
れ
た
。
こ
の
書
簡
交
換
の
詳
細
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
五
月

一
三
日
、
書
簡
（
交
換
公
文
案
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
件
落
着
し
た
か
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
連
軍
兵
士
に
よ

る
犯
罪
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
側
と
国
連
軍
側
と
の
間
で
意
見
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。
国
連
軍
側
は
、「
原
則
的
に
管
轄

権
が
従
来
の
如
く
軍
側
に
あ
り
、
関
係
国
の
一
つ
が
特
別
扱
い
等
を
要
求
し
た
時
は
じ
め
て
二
国
間
の
交
渉
案
件
に
な
る
と
解
」
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
側
は
、「
明
ら
か
に
犯
人
が
所
属
区
域
を
離
れ
公
務
以
外
の
目
的
で
な
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
裁
判
権
を
日
本
側
に

あ
り
」
と
主
張
し
た

（
14
）

。

裁
判
権
を
め
ぐ
り
、
書
簡
交
換
の
交
渉
が
難
航
す
る
。
そ
の
結
果
、
五
月
二
二
日
の
岡
崎
大
臣
・
ヒ
ッ
キ
ー
参
謀
長
会
談
で
、
暫
定
協

定
の
た
め
の
書
簡
交
換
は
と
り
や
め
と
し
、
た
だ
ち
に
本
協
定
の
交
渉
に
は
い
る
こ
と
に
な
っ
た

（
15
）

。
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軍
隊
の
通
過

行
政
協
定
へ
の
署
名
も
完
了
し
た
三
月
一
二
日
、
西
村
条
約
局
長
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ー
ボ
ル
ト
大
使
に
、
国
連
軍
協
定
の
試
案
が

手
交
さ
れ
た
。
同
案
第
一
条
に
は
、
軍
隊
の
通
過
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。
内
容
は
、（
一
）
国
連
軍
の
入
国
お
よ
び
出
国
の

日
付
、（
二
）
そ
の
数
、（
三
）
滞
在
の
場
合
、
滞
在
予
定
期
間
と
目
的
を
、
日
本
国
政
府
に
事
前
に
通
知
す
る
、
と
あ
る

（
16
）

。

行
政
協
定
の
場
合
、
米
軍
関
係
者
の
入
国
は
、
第
九
条
第
一
項
で
、「
合
衆
国
は
、
こ
の
協
定
の
目
的
の
た
め
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員

及
び
軍
属
並
び
に
そ
れ
ら
の
家
族
で
あ
る
者
を
日
本
国
に
入
れ
る
権
利
を
有
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
日
本
へ
の
入
国
は
権
利
と

あ
る
。
こ
の
第
九
条
の
そ
の
他
の
項
で
は
、
査
証
が
免
除
さ
れ
、
身
分
証
明
に
関
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
入
国
の
目
的
で

あ
る
と
か
、
滞
在
期
間
等
は
い
っ
さ
い
な
い
。

六
月
二
五
日
、
国
連
軍
協
定
に
関
す
る
米
案
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
、
日
本
側
は
西
村
試
案
と
ほ
ぼ
同
様
の
所
見
を
述
べ
た

（
17
）

。
と
こ

ろ
が
、
七
月
に
入
る
と
、
日
本
側
の
主
張
が
微
妙
に
異
な
っ
て
く
る
。
資
料
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
七
月
一
〇
日
、
外
務
省
の
奥
村

勝
三
参
与
室
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
国
連
軍
協
定
締
結
の
た
め
の
第
三
回
予
備
会
議
準
備
打
合
わ
せ
の
文
書
で
あ
る

（
18
）

。
奥
村
は
、「
国
連
軍

の
行
動
、
出
入
国
滞
在
等
に
よ
り
、
日
本
は
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
作
戦
方
針
、
出

入
国
等
に
つ
い
て
通
告
を
受
け
る
よ
う
要
求
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
西
村
の
後
任
の
下
田
武
三
条
約
局
長
は
、「
兵
力
の
急
激
な

入
国
増
加
を
控
え
て
貰
う
よ
う
言
出
し
て
み
よ
う
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。
結
局
、
こ
う
し
た
趣
旨
の
交
換
公
文
を
作
成
し
て
み
る
こ
と

に
な
っ
た
。

交
換
公
文
案
は
、
二
日
後
の
一
二
日
に
作
成
さ
れ
た

（
19
）

。
こ
の
案
に
は
、
ま
ず
、
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文
の
趣
旨
で
あ
る
、
日
本
が

国
内
お
よ
び
そ
の
附
近
で
、
国
連
軍
を
支
持
す
る
こ
と
を
許
し
、
容
易
に
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
軍
隊
は
、「
朝
鮮
、
日
本
国

二
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（
三
七
三
）

内
及
び
そ
の
附
近
に
お
い
て
既
に
活
溌
な
戦
斗
行
為
を
行
っ
て
い
」
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
軍
隊
の
行
動
が
、
日
本
国
内

の
政
治
・
経
済
そ
の
他
の
国
民
生
活
に
広
汎
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
連
軍
の
軍
隊
に
つ
ぎ
の
措
置
を
と
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

（
一
）
朝
鮮
、
日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に
あ
る
前
記
の
軍
隊
の
主
要
な
作
戦
行
動

0

0

0

0

0

0

0

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
日
本
の
経
済
活
動
に
影
響

を
及
ぼ
す
べ
き
物
資
の
調
達
並
び
に
動
力
及
び
生
産
施
設
の
利
用
等
に
関
す
る
事
前
の
情
報
の
提
供

0

0

0

0

0

0

0

0

（
二
）
日
本
国
内
に
滞
在
し
、
又
は
日
本
国
内
を
通
過
す
る
前
記
の
軍
隊
の
兵
力
数
の
主
要
な
変
動
を
含
む
前
記
の
軍
隊
の
活
動
の

0

0

0

0

0

0

一0

般
的
す
う
勢

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
の
事
前
の

0

0

0

並
び
に
現
状
に
関
す
る
定
期
の
及
び
要
請
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
情
報
提
供

0

0

0

0

（
三
）
前
記
の
軍
隊
で
日
本
国
へ
入
国
し
、
日
本
国
内
を
通
過
し
、
日
本
国
内
に
滞
在
し
又
は
日
本
国
か
ら
出
国
す
る
も
の
の
兵
力
数

の
急
激
な
変
動
の
防
止
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
西
村
試
案
お
よ
び
日
本
側
所
見
に
あ
っ
た
、
た
ん
な
る
国
連
軍
の
出
入
国
だ
け
で
は
な
く
、「
主
要
な
作
戦

行
動
」
で
あ
る
と
か
、「
軍
隊
の
活
動
の
一
般
的
す
う
勢
」
に
つ
い
て
も
、
事
前
の
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
連
軍
の
通
過
に
関
す
る
日
本
側
の
対
応
を
見
て
み
よ
う
。
七
月
一
八
日
、「
国
連
軍
の
地
位
に
関
す
る
協
定
案
中
、
施
設
、

公
益
事
業
、
艦
船
航
空
機
の
入
国
等
に
関
す
る
条
約
案
及
び
公
式
会
議
録
了
解
案
」
と
題
す
る
高
裁
案
が
、
奥
村
参
与
な
ら
び
に
国
際
協

力
局
宛
提
出
さ
れ
た

（
20
）

。
こ
の
案
に
は
奥
村
の
メ
モ
が
添
付
さ
れ
、「
国
連
軍
に
依
る
米
軍
施
設
の
使
用
が
無
制
限
に
な
る
こ
と
は
な
い

か
？
何
等
か
の
形
で
我
方
に
相
談
さ
せ
る
必
要
は
な
い
か
？
此
の
点
、
国
際
協
力
局
長
の
再
検
討
を
お
願
ひ
し
度
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
九
一
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七
月
二
一
日
、
奥
村
参
与
は
、
国
連
軍
協
定
の
取
り
ま
と
め
役
の
ナ
イ
ル
ス
・
ボ
ン
ド
在
京
米
大
使
館
参
事
官
と
非
公
式
会
談
を
お
こ

な
っ
た

（
21
）

。
そ
の
際
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

奥
村
「
之
は
協
定
案
に
は
現
は
れ
て
な
い
が
、
理
屈
か
ら
言
へ
ば
、
日
本
に
は
い
れ
る
国
連
軍
の
数
に
は
制
限
が
な
い
。
又
假
に
朝
鮮

の
事
態
が
非
常
に
悪
化
し
た
場
合
、
日
本
に
は
、
大
部
隊
が
出
入
す
る
し
、
又
大
き
な
作
戦
が
日
本
を
基
地
に
し
て
行
は
れ
る
こ
と
に
な

る
。
之
は
日
本
の
政
治
経
済
に
大
影
響
の
あ
る
こ
と
で
、
日
本
と
し
て
は
、
こ
う
言
ふ
場
合
に
、
豫
め
相
談
を
受
け
る
べ
き
だ
と
思
ふ
が
、

何
と
か
取
極
め
度
い
。」

ボ
ン
ド
「
そ
れ
は
尤
も
な
こ
と
だ
。
協
定
案
に
は
、
何
時
で
も
協
定
の
如
何
な
る
條
項
で
も
改
訂
を
申
出
せ
る
規
定
が
あ
る
か
ら
、
こ

れ
で
も
カ
ヴ
ア
で
き
る
し
、
又
前

プ
リ
ア
ン
ブ
ル

文
に
何
と
か
書
く
方
法
も
あ
り
は
し
な
い
か
。」

奥
村
「
も
う
す
こ
し
研
究
し
て
、
更
に
御
相
談
し
度
し
」

国
連
軍
要
員
の
出
入
国
問
題
は
、
七
月
二
一
日
に
開
か
れ
た
第
六
回
「
要
員
の
地
位
に
関
す
る
協
定
交
渉
技
術
委
員
会
会
合
」
で
決
着

を
み
た

（
22
）

。
こ
れ
は
現
行
の
国
連
軍
協
定
第
三
条
第
一
項
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
現
行
の
同
項
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
条
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
日
本
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
適
用
上
、
国
際
連
合
の
軍
隊
の
構
成
員
、
軍
属
及
び
家

族
に
対
し
、
日
本
国
へ
の
入
国
及
び
日
本
国
か
ら
の
出
国
を
許
可
す
る
。
国
際
連
合
軍
司
令
部
は
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
入
国
者
及

び
出
国
者
の
数
、
入
国
及
び
出
国
の
日
付
、
入
国
の
目
的
並
び
に
滞
在
予
定
期
間
を
適
切
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
九
二



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
七
五
）

日
本
側
は
、
軍
隊
の
作
戦
行
動
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
盛
り
込
む
よ
う
要
請
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
協
定
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。

水
豊
ダ
ム
爆
撃

朝
鮮
戦
争
勃
発
か
ら
丸
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
一
九
五
二
年
六
月
二
三
日
、
国
連
軍
は
、
北
朝
鮮
と
中
国
の
国
境
で
あ
る
鴨
緑

江
の
水
豊
発
電
所
な
ど
五
つ
の
発
電
所
を
爆
撃
し
た

（
23
）

。
朝
鮮
戦
争
中
、
最
大
の
空
爆
と
い
わ
れ
る
。
同
地
域
へ
の
空
爆
は
、
中
国
側
か
ら

中
国
東
北
部
（
満
州
）
に
対
す
る
間
接
的
な
攻
撃
と
み
な
さ
れ
、
戦
争
拡
大
の
動
機
と
な
る
危
険
が
あ
っ
た
。

国
際
政
治
学
者
の
神
川
彦
松
は
、
朝
鮮
戦
争
を
「
制リ

ミ
テ
ツ
ド
・
ウ
オ
ア

限
さ
れ
た
戦
争
」
と
位
置
づ
け
た
。「
朝
鮮
と
い
う
一
定
の
限
ら
れ
た
地
域
に
お

い
て
、
敵
の
策
戰
基
地
に
對
し
て
攻
撃
を
加
え
な
い
と
い
う
制
限
の
下
で
、
因
習
的
兵
器
を
も
つ
て
闘
う
」
戦
争
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
24
）

。

「
因
習
的
兵
器
」
と
は
、
今
日
で
い
え
ば
、
通
常
兵
器
の
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
同
地
域
は
、
爆
撃
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
。
中
国

本
土
爆
撃
を
主
張
し
、
解
任
さ
れ
た
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
在
任
当
時
で
さ
え
、
水
豊
発
電
所
へ
の
爆
撃
は
ひ
か
え
ら
れ
て
い

た
（
25
）

。水
豊
発
電
所
で
つ
く
ら
れ
た
電
力
は
、
北
朝
鮮
お
よ
び
満
州
で
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
休

戦
協
定
交
渉
は
、
捕
虜
交
換
問
題
を
め
ぐ
っ
て
行
き
詰
ま
り
、
こ
の
空
爆
が
交
渉
に
暗
雲
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
事
情
か
ら
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
米
国
防
長
官
は
、
爆
撃
当
日
の
記
者
会
見
で
、
空
爆
は
他
の
国
連
軍
諸
国
と
事
前
に
相
談

し
た
も
の
で
は
な
く
、
政
策
の
転
換
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る

（
26
）

。
朝
鮮
戦
争
を
中
国
本
土
に
拡
大
し
な
い
と
の
趣
旨

を
に
じ
ま
せ
て
い
た
。

二
九
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
七
六
）

こ
の
爆
撃
は
、
さ
っ
そ
く
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
六
月
二
五
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
は
、
右
派
社
会
党
の
戸
叶
里
子
議

員
が
、
国
連
軍
が
二
三
日
・
二
四
日
に
わ
た
り
水
豊
ダ
ム
等
を
爆
撃
し
、「
何
と
な
く
不
気
味
な
シ
ョ
ッ
ク
を
世
界
に
投
げ
か
け
て
」
い

る
と
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
い
る
。

実
は
も
し
も
日
本
の
基
地
か
ら
で
も
出
て
行
つ
た
飛
行
機
が
あ
る
と
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
、
非
常
に
日
本
が
報
復
爆
撃
を
受
け
や
す

い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
を
私
が
心
配
す
る
か
と
申
し
ま
す
な
ら
ば
、
実
は
立
川
方
面
で
は
、
も
う
す
で
に

燈
火
管
制
の
協
力
が
要
請
さ
れ
て
お
る
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
あ
そ
こ
ら
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
非
常
に
不
安
に

お
の
の
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
燈
火
管
制
の
協
力
が
要
請
さ
れ
て
い
る
措
置
は
、
ど
う
い
う
機
関
で
一
体
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す

（
27
）

。

こ
れ
に
対
し
、
石
原
幹
市
郎
外
務
政
務
次
官
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
た
。

燈
火
管
制
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
向
こ
う
の
施
設
並
び
に
区
域
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
方
で
や
つ
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
りマ

マ

れ
か
ら
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ま
り
そ
こ
だ
け
や
り
ま
し
て
も
効
果
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し

て
、
付
近
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
は
先
方
の
協
力
方
の
要
請
も
あ
り
、
外
務
省
を
通
じ
ま
し
て
付
近
の
市
町

村
に
協
力
方
を
連
絡
し
て
や
つ
て
お
る
。
こ
う
い
う
状
態
で
あ
り
ま
す

（
28
）

。

二
九
四



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
七
七
）

戸
叶
議
員
は
、「
も
し
も
日
本
の
基
地
か
ら
で
も
出
て
行
つ
た
飛
行
機
が
あ
る
と
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
」
と
、
仮
定
の
話
と
し
て
質
問

し
て
い
る
。
当
時
、
横
田
基
地
は
朝
鮮
戦
争
を
機
に
拡
張
が
は
か
ら
れ
、
同
基
地
か
ら
Ｂ
29
が
出
撃
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

あ
っ
た

（
29
）

。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
基
地
が
報
復
爆
撃
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
立
川
等
の
基
地
周
辺
市
町
村
に
燈
火
管
制
の
協
力
要
請

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
北
朝
鮮
の
空
軍
力
も
、
こ
の
一
年
間
で
ほ
ぼ
二
倍
に
増
強
さ
れ
、
二
千
機
近
く
の
戦
闘
機
を
保
有
し
、

そ
の
半
数
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
い
わ
れ
て
い
た

（
30
）

。
し
た
が
っ
て
、
北
朝
鮮
が
報
復
爆
撃
を
お
こ
な
う
能
力
は
す
で
に
有
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

七
月
一
一
日
の
『
朝
日
新
聞
』
声
の
欄
に
は
、「
戦
争
の
に
お
い
」
と
題
す
る
東
京
在
住
の
主
婦
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昨
夜
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
落
雷
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、
ま
た
爆
雷
の
よ
う
な
音
と
一
緒
に
白
い
光
が
窓
を
一
瞬
明

る
く
し
ま
し
た
。
夫
は
雷
の
音
と
は
違
う
、
爆
弾
の
よ
う
な
音
だ
よ
と
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
わ
た
く
し
は
ハ
ッ
と
し
て
、
そ
れ
じ
ゃ
空
襲

よ
、
水
豊
ダ
ム
を
爆
撃
し
た
ん
で
す
も
の
。
日
本
の
基
地
に
仕
返
し
に
く
る
の
当
り
前
だ
わ
、
と
一
時
に
不
安
に
な
り
二
階
へ
か
け

上
っ
て
西
の
空
を
に
ら
み
ま
し
た
。
幸
い
に
も
そ
れ
は
美
し
い
花
火
の
光
と
音
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
花
火
を
わ
た
く
し
と
夫

は
心
か
ら
美
し
い
と
た
の
し
ん
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
庶
民
の
間
に
も
、
水
豊
ダ
ム
爆
撃
の
仕
返
し
と
し
て
、
空
襲
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
感
が
た
だ

よ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
も
、
水
豊
発
電
所
空
爆
に
よ
っ
て
、
在
日
米
軍
基
地
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
た

め
の
対
策
を
と
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
九
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
七
八
）

三
．
事
前
協
議
導
入
へ
の
模
索

奥
村
参
与
の
メ
モ

七
月
三
〇
日
付
け
で
奥
村
参
与
が
作
成
し
た
「
国
連
軍
協
定
一
件
」
と
題
す
る
手
書
き
の
外
務
大
臣
宛
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る

（
31
）

。
そ
れ

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

現
在
の
協
定
案
に
依
れ
ば
、
理
論
上
は
、
日
本
に
は
い
り
得
る
国
連
軍
の
兵
力
は
無
制
限
で
あ
り
、
且
国
連
軍
が
日
本
を
基
地
と
し

て
何
を
し
や
う
と
（
例
へ
ば
満
洲
を
爆
撃
し
て
も
）
日
本
と
し
て
は
イ
イ
と
し
て
「
一
切
の
援
助
を
供
與
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
訳
で

あ
る
が
、
此
の
点
を
カ
ヴ
ア
ー
す
る
為
、
御
指
示
に
従
ひ
、
先
般
ボ
ン
ド
参
事
官
と
非
公
式
に
話
合
ひ
、
当
方
よ
り
一
案
を
出
す
約
束

を
し
て
置
い
た
こ
と
は
、
報
告
申
上
げ
て
置
い
た
通
り
で
あ
り
ま
す
。

其
の
後
考
究
の
結
果
、
別
箋
の
通
り
の
案
文
を
作
っ
て
み
ま
し
た
の
で
、
御
査
閲
願
度
、
更
に
御
指
示
を
得
て
ボ
ン
ド
に
提
示
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
メ
モ
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
の
外
交
記
録
公
開
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
非
公
開
文
書
1
が
存
在
す
る
。
非
公

開
の
理
由
は
、
利
用
等
規
則
第
一
一
条
第
一
項
一
号
ハ
で
あ
る
。「
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
，
国
の
安
全
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
、
他
国
若

し
く
は
国
際
機
関
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
又
は
他
国
若
し
く
は
国
際
機
関
と
の
交
渉
上
不
利
益
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
行
政
機
関
の
長
と
し
て
の
外
務
大
臣
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
る
情
報
」
と
あ
る
。

二
九
六



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
七
九
）

同
メ
モ
の
欄
外
に
、「
大
臣
用
及
び
次
官
用
コ
ピ
ー
添
付
し
て
あ
り
ま
す
。」
と
手
書
き
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
非
公
開
文
書
は
こ
の
コ

ピ
ー
、
つ
ま
り
、「
別
添
の
通
り
の
案
文
」
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
外
務
大
臣
と
は
岡
崎
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

岡
崎
外
務
大
臣
の
「
指
示
」
に
よ
り
、
奥
村
参
与
と
ボ
ン
ド
参
事
官
の
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
非
公
開
と
な
っ
て
い
る

文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
崎
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
が
、
一
般
に
は
、
吉
田
政
権
下
、
対
米
追
随
派
と
み
ら
れ
て
い

た
。ま

た
、
ボ
ン
ド
参
事
官
と
非
公
式
に
話
し
合
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
七
月
二
一
日
、
非
公
式
会
談
が
開
か
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
事
前
協
議
に
関
す
る
日
本
案
が
作
成
さ
れ
た
。
非
公
開
文
書
の
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

事
前
協
議
の
日
本
案

八
月
五
日
、
奥
村
参
与
と
ボ
ン
ド
参
事
官
が
会
談
し
た
。
奥
村
参
与
の
会
談
録
に
、「
六
．
最
後
に
奥
村
よ
り
、
別
添
附
属
交
換
公
文

案
を
差
出
し
過
日
御
話
し
た
も
の
が
で
き
た
か
ら
、
充
分
考
慮
あ
り
度
、
之
が
で
き
れ
ば
、
今
次
協
定
も
議
会
を
通
す
の
に
非
常
に
助
け

に
な
る
で
あ
ら
う
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
ボ
ン
ド
は
日
本
側
の
考
は
尤
も
で
あ
る
と
述
べ
た
。
又
奥
村
よ
り
此
の
案
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

外
務
大
臣
の
了
解
を
得
て
ゐ
る
こ
と
を
特
に
附
言
す
る
と
述
べ
、
ボ
ン
ド
こ
れ
を
了
承
し
た
。」
と
あ
る

（
32
）

。

こ
の
会
談
録
に
、
八
月
四
日
付
け
と
七
月
三
〇
日
付
け
の
ド
ラ
フ
ト
の
英
文
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
英
文
の
右
端
に
は
、
縦
書

き
で
、「
二
七
．
八
．
五
．
奥
村
よ
り
ボ
ン
ド
参
事
官
に
提
出
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
奥
村
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。
後
者
に
は
、「
大
臣
用
」、

さ
ら
に
、「
二
七
．
八
．
五
．
ボ
ン
ド
参
事
官
に
提
出
、」
と
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
七
月
三
〇
日
付
け
の
大
臣
用
ド
ラ
フ
ト
が
、
八
月
五

日
に
ボ
ン
ド
に
手
交
さ
れ
た
と
の
意
味
で
あ
る
。

二
九
七
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日
付
の
異
な
る
二
つ
の
ド
ラ
フ
ト
の
違
い
は
、
七
月
三
〇
日
の
ド
ラ
フ
ト
に
は
、“be kept fully inform

ed in advance of ”

の

inform
ed

とin

の
間
に
、
手
書
き
で
、and consulted?

の
字
句
が
挿
入
さ
れ
、
そ
の
右
側
余
白
に
、「
之
デ
ハ
強
ス
ギ
ル
カ
」
と
の
文

言
が
あ
る
。
こ
の
七
月
三
〇
日
の
ド
ラ
フ
ト
は
、
大
臣
用
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
岡
崎
外
務
大
臣
が
手
を
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

ド
ラ
フ
ト
は
、
国
連
軍
協
定
が
署
名
さ
れ
る
際
、
同
時
に
取
り
交
わ
さ
れ
る
公
文
の
形
式
を
と
っ
て
い
た

（
33
）

。
一
九
五
一
年
九
月
八
日
付

け
の
吉
田
・
ア
チ
ソ
ン
交
換
公
文
の
内
容
を
敷
衍
し
、
現
協
定
に
お
い
て
も
、
日
本
が
、
日
本
国
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、
国
連

軍
へ
の
支
持
を
許
し
、
容
易
に
す
る
旨
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
今
後
、
支
持
の
あ
り
方
に
実
質
的
な
変
更
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い

は
、
国
連
軍
の
行
動
に
重
要
な
展
開
が
あ
る
場
合
、
日
本
国
民
の
経
済
、
社
会
、
政
治
生
活
に
お
お
き
な
影
響
が
、
当
然
、
及
ぶ
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
影
響
を
最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
及
び
そ
の
附
近
に
お
け
る
国
連
軍
兵
力
の
配
備
に
お
け
る
重
要
な
変
更
と
な
る
場
合
、
並
び
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
緊
急
事

態
の
際
に
と
ら
れ
る
国
連
軍
の
行
動
で
、
と
り
わ
け
、
そ
の
行
動
が
日
本
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
、
日
本
国
政
府
に
、
事
前
に
、
十
分

な
情
報
が
提
供
さ
れ
、
か
つ
協
議
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る

（
34
）

。

岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
に
登
場
す
る
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
そ
れ
に
、
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
の
国
連
軍
の
行
動
、
そ
れ
ら
を

事
前
協
議
の
対
象
に
す
る
と
の
提
案
で
あ
る
。
ボ
ン
ド
参
事
官
に
手
交
さ
れ
た
八
月
四
日
付
け
文
書
の
コ
ピ
ー
の
一
ペ
ー
ジ
上
段
余
白
に
、

奥
村
参
与
は
、「
先
方
に
提
案
。
先
方
は
本
件
は
国
連
軍
協
定
と
は
直
接
関
係
な
し
と
の
理
由
で
、
反
対
の
意
向
を
漏
ら
し
た
。」
と
記
し

二
九
八
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て
い
る
。

八
月
五
日
の
会
談
で
、
奥
村
は
、
朝
鮮
で
緊
急
事
態
が
お
こ
っ
た
場
合
、
大
部
隊
の
出
入
国
、
そ
れ
に
、
日
本
の
基
地
を
利
用
し
た
作

戦
行
動
に
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
を
受
け
る
べ
き
だ
と
提
案
し
、
ボ
ン
ド
参
事
官
は
、「
尤
も
な
こ
と
だ
」
と
好
意
的
に
答
え
て
い
た
。
こ

の
口
頭
で
の
や
り
と
り
と
、
ボ
ン
ド
が
実
際
に
日
本
案
を
見
た
と
き
と
の
反
応
に
は
、
い
さ
さ
か
ズ
レ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
八
月
五
日
の
奥
村
・
ボ
ン
ド
会
談
に
つ
い
て
は
、
米
側
に
も
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

（
35
）

。
奥
村
が
交
換
公
文
案
を
手
交
す
る
に
い

た
っ
た
経
緯
を
説
明
す
る
と
、
ボ
ン
ド
は
、「
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
統
一
司
令
部
が
、
あ
る
特
定
の
文
言
を
受
け
い
れ
な
い
こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
ド
ラ
フ
ト
を
十
分
に
検
討
し
、
後
日
、
返
事
を
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
奥
村
は
、「
こ
の
ド
ラ
フ
ト
は
、
岡
崎
外
務
大
臣
が

ご
覧
に
な
ら
れ
、
そ
の
承
認
を
得
た
も
の
で
あ
る
」
と
付
言
し
た
。

日
本
案
の
そ
の
後

こ
の
問
題
に
は
、
そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
経
過
を
追
っ
て
み
よ
う
。

八
月
二
一
日
付
け
の
「
国
連
軍
協
定
交
渉
進
捗
状
況
」
と
題
す
る
外
務
省
の
文
書
に
、
そ
の
他
の
問
題
の
あ
る
事
項
と
し
て
、「
イ　

日
本
政
府
に
対
す
る
情
報
提
供
、
ロ　

兵
力
の
急
変
化
の
回
避
、
ハ　

朝
鮮
事
態
の
急
変
に
伴
う
協
議
」
が
、「
交
換
公
文
又
は
他
の
約

束
を
と
り
つ
け
る
件
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

（
36
）

。

九
月
一
三
日
付
け
の
奥
村
参
与
か
ら
岡
崎
大
臣
宛
メ
モ
に
は
、「
六
、
協
議
交
換
公
文
（
兵
力
の
大
移
動
及
朝
鮮
作
戦
の
重
要
な
る
変
更
に

つ
い
て
は
、
日
本
と
予
め
協
議
す
る
）
こ
れ
は
一
度
マ
ー
フ
ィ
ー
大
使
と
御
話
願
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
し
や
う
。
そ
れ
で
、
此
の
際
、
馬
力
を

二
九
九
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か
け
て
、
協
定
を
仕
上
げ
、
総
選
挙
前
適
当
の
機
に
イ
ニ
シ
ア
ル
し
て
発
表
す
る
や
否
や
は
、
全
く
政
治
的
に
御
判
断
を
俟
た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん

（
37
）

。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
総
選
挙
と
は
、
八
月
二
八
日
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
一
〇
月
一
日
に
投
票
が
お
こ
な
わ
れ
た
第
二
五
回
衆
議
院
選
挙
の

こ
と
で
あ
る
。
自
由
党
内
の
混
乱
を
打
開
す
る
た
め
、
不
意
を
つ
き
、
ま
た
、
憲
法
第
七
条
第
三
号
の
衆
議
院
を
解
散
す
る
と
い
う
天
皇

の
国
事
行
為
を
利
用
し
た
も
の
で
、「
抜
き
打
ち
解
散
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
吉
田
政
権
と
し
て
も
、
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
進

め
る
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
一
〇
月
一
日
の
投
票
の
結
果
は
、
四
六
六
議
席
中
、
自
由
党
は
、
吉
田
派
が
一
九
九
議
席
、
鳩
山
派
は

三
五
議
席
と
な
る
。
自
由
党
は
か
ろ
う
じ
て
過
半
数
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
与
野
党
が
伯
仲
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

総
選
挙
後
の
一
〇
月
四
日
、
ボ
ン
ド
参
事
官
が
一
時
帰
国
す
る
に
あ
た
り
、
奥
村
参
与
と
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
会
談
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
奥
村
参
与
病
気
の
た
め
、
急
遽
、
三
宅
喜
二
郎
参
事
官
と
ボ
ン
ド
と
の
会
談
と
な
っ
た

（
38
）

。
こ
の
会
談
で
、「
国
連
軍
の
兵

力
及
び
軍
事
行
動
の
大
変
化
に
関
す
る
事
前
通
報
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

三
宅
「
本
件
に
関
す
る
交
換
公
文
案
は
先
般
我
方
か
ら
提
出
し
て
あ
る
が
、
貴
方
か
ら
回
答
が
無
い
の
で
、
猶
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
っ

て
い
る
。」

ボ
ン
ド
「
本
件
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
本
国
政
府
か
ら
回
答
が
無
い
。
日
本
に
お
け
る
国
連
軍
の
兵
力
に
大
変
化
が
あ
る
場
合
日
本
に
事

前
通
報
を
與
え
る
こ
と
は
、
理
由
が
あ
る
と
思
う
が
、
朝
鮮
に
お
け
る
軍
事
行
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
国
連
軍
に
対
し
て
兵
力
の
寄
與

を
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
大
変
化
に
関
す
る
事
前
通
報
を
日
本
に
與
え
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
か
と
思
う
。」

三
宅
「
し
か
し
、
日
本
は
後
方
基
地
と
な
っ
て
居
り
、
朝
鮮
に
お
け
る
軍
事
行
動
の
結
果
は
、
日
本
の
安
全
及
び
国
民
生
活
に
大
な
る

三
〇
〇
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影
響
が
あ
る
。
例
え
ば
、
万
一
満
洲
爆
撃
が
行
わ
れ
れ
ば
、
中
共
側
か
ら
報
復
爆
撃
を
受
け
る
危
険
が
あ
る
。
現
に
前
々
回
の
国
会
に
お

い
て
こ
の
点
に
つ
き
縷
々
質
問
が
な
さ
れ
、
政
府
は
答
弁
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
是
非
と
も
事
前
通
報
が
ほ
し

い
。」ボ

ン
ド
「
日
本
の
立
場
は
勿
論
よ
く
わ
か
る
か
ら
、
帰
国
の
上
は
よ
く
政
府
に
傳
え
て
お
こ
う
。」

奥
村
参
与
は
、
一
〇
月
一
七
日
、
外
務
事
務
次
官
に
就
任
し
た
。
第
四
次
吉
田
内
閣
が
誕
生
し
た
の
は
、
一
〇
月
三
〇
日
で
あ
る
。
そ

の
直
前
の
一
〇
月
二
三
日
、
在
京
米
大
使
館
か
ら
本
省
に
送
ら
れ
た
電
報
に
は
興
味
深
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
39
）

。
八
月
五
日
に
奥
村
参

与
か
ら
ボ
ン
ド
参
事
官
に
手
交
さ
れ
た
文
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
の
非
公
開
文
書
だ
。
こ
の
八
月
五
日
の
時
点
で
、
日
本
側
の

提
案
目
的
は
、
多
数
の
国
連
軍
が
日
本
に
送
り
込
ま
れ
る
と
、
日
本
側
が
そ
れ
を
収
容
す
る
の
に
、
必
要
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
事
前
協
議
な
し
で
朝
鮮
で
国
連
軍
が
行
動
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
敵
対
行

動
が
日
本
に
拡
大
す
る
の
で
は
と
国
会
が
懸
念
し
始
め
た
の
で
、
そ
う
し
た
心
配
は
な
い
と
保
証
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
奥
村
次
官
は
明

ら
か
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
に
な
っ
て
日
本
側
の
真
意
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
日
本
側
は
、
も
と
も
と
戦

闘
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
使
用
に
事
前
協
議
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
二
月
一
日
付
け
で
国
務
省
か
ら
在
京
米
大
使
館
に
発
出
さ
れ
た
電
報
に
よ
れ
ば
、
八
月
四
日
の
日
本
案
を
、
米
側
が
検
討
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る

（
40
）

。
国
務
省
は
、
日
本
に
お
け
る
国
連
軍
の
配
置
お
よ
び
関
連
す
る
兵
站
に
関
し
、
事
前
協
議
に
同
意
す
る
意
向
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
防
省
と
の
非
公
式
協
議
で
は
、
戦
術
・
戦
略
計
画
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
と
協
議
す
る
と
の
約
束
は
受
け

い
れ
ら
れ
な
い
、
と
国
防
省
は
主
張
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
行
政
協
定
第
二
四
条
は
、
国
連
軍
で
は
な
く
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
の
で
、
国

三
〇
一
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務
省
と
し
て
は
、
日
本
に
敵
対
行
動
の
脅
威
が
お
よ
ぶ
場
合
、
こ
の
条
項
を
使
っ
て
対
処
で
き
る
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
条
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
安
全
確
保
の
場
合
、
日
米
は
共
同
措
置
を
と
り
、
そ
の
た
め
の
協
議
を
す
る
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

米
側
で
は
、
少
な
く
と
も
一
二
月
初
め
ま
で
、
八
月
四
日
の
日
本
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
国
防
省
は
こ
う
し
た
事
前
協
議
制

度
の
導
入
に
強
く
反
発
し
、
日
米
間
で
具
体
的
な
協
議
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
側
に
提
示
さ
れ
た
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
五
三
年
一
一
月
七
日
付
け
の
日
本
側
交
換
公
文
草
案
が
残
さ
れ
て
い

る
（
41
）

。
事
前
協
議
の
部
分
は
、
一
九
五
二
年
八
月
四
日
付
け
案
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
国
連
軍
協
定
は
、
一
九
五
四
年
二
月
一
九
日
に
署
名

が
な
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
、
最
後
ま
で
、
事
前
協
議
に
関
す
る
書
簡
を
取
り
交
わ
す
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

事
前
協
議
制
度
を
め
ぐ
る
交
渉

一
九
五
二
年
八
月
四
日
付
け
日
本
案
が
、
な
に
ゆ
え
、
事
前
協
議
制
度
の
原
型
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
五
八
年
一
〇
月
に
開

始
さ
れ
た
日
米
安
保
条
約
改
定
交
渉
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
米
側
が
最
初
に
提
示
し
た
事
前
協
議
案
は
以
下
で
あ
っ
た

（
42
）

。

合
衆
国
は
、
共
同
防
衛
の
た
め
に
な
さ
れ
た
取
り
決
め
の
下
で
、
日
本
国
に
あ
る
一
定
の
基
地
を
使
用
す
る
。
合
衆
国
軍
隊
及
び
そ

の
装
備
の
日
本
国
に
あ
る
基
地
へ
の
配
置
（deploym

ent

）、
並
び
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
こ
れ
ら
基
地
の
作
戦
使
用
は
、
そ
の
時
の
状

三
〇
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況
に
照
ら
し
、
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
共
同
協
議
（joint consultation

）
事
項
と
す
る
。

米
軍
の
基
地
へ
の
配
置
お
よ
び
緊
急
時
の
基
地
使
用
が
「
共
同
協
議
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
米
英
間
の
協
議
に
な
ら
っ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
米
案
を
受
け
て
、
外
務
省
条
約
局
が
、
翌
一
一
月
に
作
成
し
た
事
前
協
議
案
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た

（
43
）

。

合
衆
国
軍
隊
及
び
そ
の
装
備
の
日
本
国
へ
の
配
備
、
並
び
に
、
日
本
国
防
衛
以
外
を
目
的
と
す
る
軍
事
行
動
の
基
地
と
し
て
日
本
国

内
に
あ
る
施
設
・
区
域
の
使
用
は
、
日
本
国
政
府
と
協
議
の
上
実
施
す
る
。

こ
の
案
は
、
一
九
五
二
年
に
日
本
側
が
米
側
に
打
診
し
た
事
前
協
議
案
と
、
趣
旨
は
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
米
案
を
受
け
、「
合
衆
国

軍
隊
及
び
そ
の
装
備
」
と
な
っ
て
い
る
点
、
そ
れ
に
、「
配
備
」
と
し
て
い
る
点
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
案
は
、
さ
ら
に
検
討
さ
れ
、

「
配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
」
と
な
り
、
ま
す
ま
す
一
九
五
二
年
の
日
本
案
と
似
通
っ
た
も
の
に
な
る

（
44
）

。

一
九
五
二
年
当
時
、
事
前
協
議
は
お
お
き
な
関
心
を
集
め
て
い
た
。
関
心
の
対
象
は
、
お
も
に
二
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
在

日
基
地
が
原
爆
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、
日
本
が
原
爆
攻
撃
の
発
進
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
懸
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
日
本
側
に
事
前
に
相
談
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
協
議
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が

上
が
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
国
連
軍
兵
士
の
数
が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
の
不
安
に
端
を
発
し
、
国
連
軍
に
よ
る
満
州
爆
撃
に
よ
っ
て
、

日
本
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
在
日
基
地
の
使
用
の
あ
り
方
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
、
攻
撃
対
象
は
朝
鮮
半
島
内
で
も
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
場
合
で

三
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あ
る
。
後
者
は
、
核
兵
器
・
通
常
兵
器
を
問
わ
ず
、
朝
鮮
半
島
を
越
え
て
、
中
国
本
土
を
攻
撃
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
も
う

一
度
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

原
爆
基
地

朝
鮮
戦
争
で
は
、
米
政
府
内
で
、
原
爆
の
使
用
が
何
度
か
検
討
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
緊
張
が
高
ま
っ
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
一
一

月
三
〇
日
、
ハ
リ
ー
・
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
が
定
例
記
者
会
見
で
、「
私
は
原
子
爆
弾
は
最
後
ま
で
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
心
か
ら
希
望

し
て
い
る
。
だ
が
現
在
で
は
使
用
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
お
り
、
原
爆
を
使
用
す
る
か
ど
う
か
も
現
地

司
令
官
の
決
定
一
つ
に
か
か
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
た
と
き
で
あ
る

（
45
）

。

朝
鮮
戦
争
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
国
連
軍
は
、
九
月
一
五
日
か
ら
の
仁
川
上
陸
作
戦
を
成
功
さ
せ
、
一
〇
月
下
旬
に
は
、
中
朝
国
境

の
鴨
緑
江
付
近
ま
で
進
軍
し
た
。
国
連
軍
の
侵
攻
を
懸
念
し
た
中
国
は
、
人
民
志
願
軍
の
大
部
隊
を
参
戦
さ
せ
る
。
一
一
月
下
旬
、
国
連

軍
は
、
中
朝
軍
に
対
し
て
総
攻
撃
を
開
始
す
る
も
、
反
撃
を
受
け
、
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

（
46
）

。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
原
爆
使
用
の
可
能
性
に
言
及
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
で
は
、
現
地
司
令
官
の
裁
量
に
よ

り
原
爆
使
用
が
可
能
な
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
、「
原

子
爆
弾
の
使
用
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
だ
け
で
あ
っ
て
、
大
統
領
が
記
者
会
見
で
述
べ
た
こ
と
は
マ
ッ
ク

ア
サ
ー
元
帥
の
自
由
意
思
で
原
子
爆
弾
の
使
用
を
決
定
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
行
法
に
よ
れ
ば
原
爆
は
米
国
原
子

力
委
員
会
の
手
で
管
理
さ
れ
、
そ
の
利
用
を
命
令
で
き
る
の
は
大
統
領
だ
け
だ
。」
と
補
足
し
て
い
る

（
47
）

。

こ
の
ト
ル
ー
マ
ン
の
発
言
は
大
反
響
を
ま
き
お
こ
し
た
。
と
り
わ
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
首
相
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

三
〇
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に
急
行
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
と
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
協
議
は
一
二
月
四
日
か
ら
始
ま
り
、
都
合
六
回
に
の
ぼ
っ
た
。
八
日
に

出
さ
れ
た
共
同
声
明
に
は
、「
大
統
領
は
、
原
始
爆
弾
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
世
界
情
勢
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
と
述
べ
た
。

大
統
領
は
首
相
に
対
し
、
状
況
に
変
化
が
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
通
知
し
た
い
と
語
っ
た
。」
と
あ
る

（
48
）

。
抽
象
的
な
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
だ

け
で
は
二
人
の
首
脳
の
間
に
ど
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

こ
の
点
、
一
二
月
七
日
の
会
談
の
公
式
議
事
録
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
ア
ト
リ
ー
に
、

両
国
は
原
子
爆
弾
お
よ
び
そ
の
使
用
問
題
に
関
し
、
つ
ね
に
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
英
国
と
の
協
議
な
し
に
原
子
爆
弾
の
使
用
を
考
え
る

こ
と
は
な
い
と
念
を
押
し
た
と
い
う
。
ア
ト
リ
ー
が
こ
の
合
意
を
文
書
に
す
べ
き
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
る
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
文
書
に

す
る
必
要
は
な
い
と
返
答
し
、「
し
ょ
せ
ん
、
誰
の
言
葉
で
あ
れ
役
に
立
た
な
い
な
ら
、
書
き
留
め
た
と
て
、
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
」

と
返
答
し
た

（
49
）

。

こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
、
行
政
協
定
交
渉
時
、
原
爆
基
地
が
関
心
を
集
め
た
。
た
だ
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
で
は
、
原
爆
基
地
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
に
こ
の
問
題
は
持
ち
越
さ
れ
た
。

満
州
爆
撃

国
連
軍
協
定
の
交
渉
時
、
日
本
側
は
、
多
数
の
国
連
軍
兵
士
が
日
本
に
送
り
込
ま
れ
る
と
、
日
本
の
社
会
・
経
済
に
お
お
き
な
影
響
が

お
よ
ぶ
の
で
、
入
国
す
る
国
連
軍
兵
士
の
数
、
目
的
、
滞
在
期
間
等
を
日
本
側
に
通
知
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
点
は
、
国
連
軍
協
定
第

三
条
に
、
日
本
側
の
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
た
だ
、
一
九
五
二
年
六
月
、
国
連
軍
が
中
朝
国
境
の
水
豊
ダ
ム
を
爆
撃
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
日
本
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
日
本
国
内
に
沸
き
起
こ
る
。

三
〇
五
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中
国
爆
撃
の
可
能
性
は
、
そ
れ
以
前
に
も
す
で
に
お
お
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
四
月
一
一
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領

に
よ
っ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
を
は
じ
め
す
べ
て
の
地
位
を
解
任
さ
れ
た
。
解
任
の
理
由
は
、
ト
ル
ー
マ

ン
が
朝
鮮
戦
争
の
停
戦
準
備
を
進
め
て
い
た
矢
先
の
三
月
二
三
日
夕
刻
（
ワ
シ
ン
ト
ン
時
間
）、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
朝
鮮
視
察
の
直
前
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
声
明
を
報
道
機
関
に
発
表
し
た
か
ら
だ
。

敵
が
い
ま
や
十
分
に
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国
際
連
合
が
こ
の
戦
争
を
朝
鮮
区
域
に
無
理
や
り
限
定
し
よ
う
と
し
て
き

た
こ
と
を
や
め
、
敵
の
沿
岸
地
域
お
よ
び
内
陸
の
基
地
へ
と
わ
が
軍
の
作
戦
を
拡
大
す
る
と
決
断
す
れ
ば
、
共
産
中
国
は
た
だ
ち
に
軍

事
的
崩
壊
の
危
険
を
迎
え
る
運
命
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
50
）

。

戦
線
を
朝
鮮
半
島
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
の
沿
岸
、
そ
し
て
、
内
陸
に
も
拡
大
し
よ
う
と
い
う
声
明
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
確
執
は
深
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
ト
ル
ー
マ
ン
の
怒
り
は
頂
点
に
達

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
五
〇
年
一
二
月
六
日
付
け
の
大
統
領
令
で
、
外
交
政
策
に
関
す
る
声
明
等
は
、
国
務
省
の
許
可
を
受
け
た
う
え

で
発
表
す
べ
き
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ

（
51
）

。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
す
べ
て
の
軍
の
職
を
解
か
れ
、
後
任
に
は
、
米
第
八
軍
司
令
官
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
が
つ
い
た
。
た
だ
、
国
連
軍
司
令
官

の
交
代
に
よ
っ
て
、
満
州
爆
撃
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
月
二
五
日
、
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
は
声
明
を
発
表
し
、
米
政
府

は
国
連
軍
参
加
一
三
カ
国
に
対
し
、「
も
し
中
共
軍
が
国
連
軍
に
爆
撃
を
加
え
て
く
る
な
ら
、
満
州
に
お
け
る
中
共
空
軍
基
地
に
対
し
爆

撃
を
行
う
」
旨
を
通
告
し
た

（
52
）

。
国
連
軍
に
よ
る
満
州
爆
撃
の
可
能
性
は
、
日
本
で
も
お
お
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
た
。 三

〇
六
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約
に
も
と
づ
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事
前
協
議
制
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型
（
信
夫
）

（
三
八
九
）

こ
の
満
州
爆
撃
に
関
連
し
、
一
九
六
〇
年
の
安
保
改
定
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
朝
鮮
議
事
録
と
い
う
密
約
が
交
わ
さ
れ
て
い
た

（
53
）

。
在

韓
国
連
軍
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
お
こ
な
わ
れ
る
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
在
日
国
連
軍
（
米
軍
）
は
、
日
本
と
の
事
前
協
議
を
経

る
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
在
日
基
地
を
使
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、「
朝
鮮
半
島
に
あ
る
国
連
軍
が
、
停
戦
協
定
に

違
反
し
て
行
わ
れ
る
軍
事
攻
撃
に
反
撃
で
き
る
よ
う
に
」
す
る
た
め
、
と
い
う
限
定
が
付
い
て
い
る
。
満
州
爆
撃
の
例
か
ら
考
え
れ
ば
、

朝
鮮
半
島
を
越
え
、
満
州
に
爆
撃
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
と
い
う
前
提
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
属
的
独
立

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
が
、
一
九
五
二
年
四
月
の
占
領
の
終
了
、
つ
ま
り
、
日
本
の
再
独
立
を
「
従
属
的
独
立
」
と
呼
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
・
日
米
安
保
条
約
・
行
政
協
定
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
、
日
本
が
再
軍
備
お
よ
び
米
軍
の
無

期
限
駐
留
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る

（
54
）

。
ダ
ワ
ー
の
従
属
的
独
立
は
、
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
の
日
本
「
属
国
」
論
へ
と

発
展
し
た

（
55
）

。
ま
た
、
孫
崎
享
は
、
戦
後
の
首
相
を
、「
自
主
」
と
「
対
米
追
従
」
と
い
う
基
準
を
用
い
て
分
類
し
て
い
る

（
56
）

。
果
た
し
て
、

こ
の
よ
う
な
二
分
法
で
、
戦
後
の
日
本
外
交
を
と
ら
え
る
こ
と
は
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
本
稿
の
隠
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

い
ま
一
度
、
日
本
再
独
立
後
、
外
務
大
臣
を
務
め
た
岡
崎
勝
男
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
い
。
岡
崎
は
、
吉
田
首
相
の
片
腕
と
も
い
わ
れ

た
人
物
で
、
吉
田
が
対
米
追
従
に
分
類
さ
れ
る
な
ら
、
岡
崎
も
同
様
に
分
類
さ
れ
る

（
57
）

。
岡
崎
は
吉
田
内
閣
の
外
務
大
臣
を
つ
と
め
、
徹
底

し
た
対
米
追
従
論
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

（
58
）

。
し
か
し
、
国
連
軍
協
定
の
交
渉
過
程
を
振
り
返
る
と
、
岡
崎
に
も
「
対
米
追
従
」

と
は
異
な
る
面
が
見
え
て
く
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岡
崎
外
務
大
臣
の
指
示
を
受
け
て
、
奥
村
参
与
は
、
国
連
軍
が
満
州
爆
撃
と
い
っ
た
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
に

三
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
九
〇
）

在
日
基
地
を
使
用
す
る
場
合
、
日
本
側
に
通
報
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
側
と
協
議
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
交
換
公
文
案
を
作
成
し

た
。
朝
鮮
戦
争
に
出
撃
す
る
国
連
軍
と
は
、
け
っ
き
ょ
く
は
在
日
米
軍
と
同
じ
に
な
る
。
つ
ま
り
、
行
政
協
定
で
は
、
米
軍
の
行
動
あ
る

い
は
在
日
基
地
使
用
に
な
ん
ら
の
制
約
も
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
国
連
軍
と
い
う
網
を
用
い
て
、
在
日
米
軍
の
行
動
を
も
規

制
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
日
本
案
に
対
し
、
少
な
く
と
も
国
務
省
は
、
好
意
的
な
反
応
を
示
し
て
い
た
。
水
豊
ダ
ム
爆
撃
の
際
、
横
田
基
地
で
は
灯
火
管
制

が
敷
か
れ
、
米
軍
が
報
復
爆
撃
を
受
け
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
た
。
日
本
に
何
も
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
日
本
が
も
し
空
爆
を
受
け
る

よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
大
問
題
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

（
1
） 

国
連
軍
に
関
す
る
主
た
る
論
考
に
は
以
下
が
あ
る
。
神
川
彦
松
「
国
連
軍
の
性
格
と
国
連
軍
協
定
」
神
川
彦
松
『
神
川
彦
松
全
集　

第
一
〇

巻
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一
〇
九
一
│
一
一
〇
八
頁
、
杉
山
茂
雄
「
国
連
軍
と
の
協
定
と
「
国
連
軍
」
の
性
格
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第

三
〇
号
、
一
九
五
三
年
八
月
、
一
│
二
〇
頁
、
三
谷
弘
「
国
連
軍
協
定
の
諸
問
題
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
三
四
号
、
一
九
五
三
年
一
二
月
、
三
八

│
四
九
頁
、
山
岡
昇
一
「
国
連
軍
協
定
の
問
題
点
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
五
三
号
、
一
九
五
四
年
三
月
、
二
二
│
二
七
頁
、
竹
前
栄
治
・
笹
本
征
男

「
朝
鮮
戦
争
と
「
国
連
軍
」
地
位
協
定

│
日
本
の
位
置

│
」『
東
京
経
大
学
会
誌

│
経
済
学

│
』
第
二
一
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、

一
六
七
│
一
八
九
頁
。

（
2
） 

『
第
十
三
回
国
会
参
議
院
会
議
録
第
七
号
』（
号
外
）、
一
九
五
二
年
一
月
二
六
日
、
五
六
頁
。

（
3
） 

「
米
大
使
の
大
臣
訪
問
会
談
録
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
四
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一

件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
4
） 

行
政
協
定
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
文
献
と
し
て
、
横
田
喜
三
郎
「
行
政
協
定
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
世
界
』
一
九
五
二
年
五
月
号
、
八
一
│

九
四
頁
を
参
照
。

三
〇
八



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
九
一
）

（
5
） 

西
村
熊
雄
『
日
本
外
交
史　

第
27
巻　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
一
七
四
頁
。

（
6
） 

宮
澤
喜
一
『
東
京

│
ワ
シ
ン
ト
ン
の
密
談
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
、
一
二
七
│
一
二
八
頁
。
な
お
、
同
書
は
、
一
九
五
六
年
一
二
月
、

実
業
之
日
本
社
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
） 
岡
崎
勝
男
「
行
政
協
定
の
樂
屋
裏

│
安
保
條
約
の
連
れ
子
を
辯
護
す
る

│
」『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
六
年
九
月
、
七
〇
頁
。

（
8
） 

鹿
島
平
和
研
究
所
（
編
）『
日
本
外
交
主
要
文
書
・
年
表　

第
二
巻
』
原
書
房
、
一
九
八
四
年
、
七
八
四
│
七
八
五
頁
。

（
9
） 

信
夫
隆
司
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
、
六
七
│
一
一
九
頁
。

（
10
） 

英
連
邦
朝
鮮
派
遣
軍
に
つ
い
て
は
、
呉
市
史
編
纂
委
員
会
（
編
）『
呉
市
史　

第
八
巻
』
呉
市
役
所
、
一
九
九
五
年
を
参
照
。

（
11
） 

“D
raft A

greem
ent concerning the A

ssistance to F
orces of M

em
bers of the U

nited N
ations P

articipating in the A
ctions of 

U
nited N

ations in K
orea betw

een the G
overnm

ent of Japan and the G
overnm

ents of M
em

bers of the U
nited N

ations”

（S
ecret

）,

『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
、「
Ⅶ
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連

合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
取
極
の
交
渉
」
外
務
省
（
編
纂
）『
日
本
外
交
文
書　

平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
調
書　

第
五
冊
（
Ⅷ
）』
外
務
省
、

二
〇
〇
二
年
、
三
八
〇
│
四
〇
八
頁
。

（
12
） 

「
国
連
軍
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
交
換
公
文
の
件
（
経
過
要
領
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
13
） 

「
国
連
軍
に
対
す
る
協
力
に
つ
い
て
交
換
公
文
の
件
（
経
過
要
領
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
五
月
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3
）、
外
交
史
料
館
。

（
14
） 

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
間
の
書
簡
交
換
に
関
す
る
件
」（
秘
）
一
九
五
二
年
五
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す

る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
15
） 

杉
浦
「
国
連
軍
と
の
協
定
に
関
す
る
件
」（
極
秘
）
一
九
五
二
年
五
月
二
七
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定

関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
16
） 

“D
raft A

greem
ent concerning the A

ssistance to F
orces of M

em
bers of the U

nited N
ations P

articipating in the A
ction of 

三
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
九
二
）

U
nited N

ations in K
orea B

etw
een the G

overnm
ent of Japan and the G

overnm
ents of M

em
bers of the U

nited N
ations”

（S
ecret

）, 
『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
一
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
17
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in Japan to the S

tate D
epartm

ent, July 1, 1952”

（C
onfi dential

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E

m
bassy, 

T
okyo; C

lassified G
eneral R

ecords, 1952-1963, B
ox2

（2

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent A
pril 29, 1952 M

ay-June-July

）, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
18
） 

「
国
連
軍
協
定
に
関
す
る
件
（
第
三
回
予
備
会
談
準
備
打
合
わ
せ
の
件
）」（
杉
浦
）（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
一
〇
日
、『
日
本
国
に
お
け
る

国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
19
） 

条
一
「
交
換
書
簡
案
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
一
二
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

各

種
草
案
関
係　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3-12

）、
外
交
史
料
館
。

（
20
） 

「
国
連
軍
の
地
位
に
関
す
る
協
定
案
中
、
施
設
、
公
益
事
業
、
艦
船
航
空
機
の
入
国
等
に
関
す
る
条
約
案
及
び
公
式
会
議
録
了
解
案
」（
極
秘
）、

一
九
五
二
年
七
月
一
八
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
21
） 

奥
村
参
與
「
国
連
軍
協
定
（
ボ
ン
ド
と
の
非
公
式
會
談
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
七
月
二
一
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関

す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3
）、
外
交
史
料
館
。

（
22
） 

“S
um

m
ary of M

eeting of T
echnical C

om
m
ittee for N

egotiation of A
greem

ent R
egarding S

tatus of P
ersonnel, S

ixth 

M
eeting, July 21, 1952”

（C
onfi dential, S

ecurity Inform
ation

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E

m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 

1952-1963, B
ox3

（1

）（320.1 U
N
 F

orces in Japan

）, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
23
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
六
月
二
四
日
（
朝
刊
・
夕
刊
）、
二
五
日
（
朝
刊
）。

（
24
） 

神
川
彦
松
「
朝
鮮
休
戰
の
世
界
政
治
的
意
義
」『
改
造
』
第
三
三
巻
第
三
号
、
一
九
五
二
年
二
月
、
三
七
頁
。

（
25
） 

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
は
、
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ル
ー
マ
ン
（
加
瀬
俊
一
（
監
修
）・
堀
江
芳
孝
（
訳
））『
ト
ル
ー
マ
ン
回

顧
録　

試
練
と
希
望
の
年　

2
』
恒
文
社
、
一
九
六
六
年
参
照
。

（
26
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
（
夕
刊
）。

三
一
〇



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
九
三
）

（
27
） 

『
第
十
三
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
事
録
』
第
三
七
号
、
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
、
一
頁
。

（
28
） 

『
第
十
三
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
事
録
』
第
三
七
号
、
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
、
一
頁
。

（
29
） 
浜
中
武
治
（
編
著
）『
横
田
米
軍
基
地
に
て
』
け
や
き
出
版
、
二
〇
〇
二
年
参
照
。

（
30
） 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
六
月
二
五
日
（
朝
刊
）。

（
31
） 

奥
村
参
與
「
国
連
軍
協
定
一
件
」（
極
秘
・
至
急
）、
一
九
五
二
年
七
月
三
〇
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係

一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
32
） 

奥
村
参
與
「
国
連
軍
に
関
す
る
協
定
一
件
（
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
會
談
）」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
八
月
五
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合

の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
33
） 

“D
R
A
F
T
 N

O
T
E
 F

R
O
M

 T
H
E
 M

IN
IS

T
E
R
 F

O
R
 F

O
R
E
IG

N
 A

F
F
A
IR

S
 O

F
 JA

P
A
N
 T

O
 T

H
E
 U

N
IT

E
D
 S

T
A
T
E
S
 

A
M

B
A
S
S
A
D
O
R
, A

C
T
IN

G
 O

N
 B

E
H
A
L
F
 O

F
 T

H
E
 U

N
IT

E
D
 C

O
M

M
A
N
D
 4 A

ugust, 1952”

（S
ecret

）, 『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連

合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

各
種
草
案
関
係　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3-12

）、
外
交
史
料
館
。

（
34
） 

原
文
は
、“I w

ish to propose that m
y G

overnm
ent be kept fully inform

ed and consulted in advance w
ith regard to any im

portant 

changes in the disposition of the U
nited N

ations forces in and about and in the actions that m
ay be taken by them

 to m
eet the 

exigencies of the situation in K
orea, particularly as they aff ect Japan.”

で
あ
る
。

（
35
） 

“M
em

orandum
 of C

onversation, P
articipants: K

atsuzo O
kum

ura, N
iles W

. B
ond, S

ubject: U
N
 F

orces A
greem

ent, A
ugust 5, 

1952”

（C
onfi dential, S

ecurity Inform
ation

）, R
G
84 Japan; U

.S
. E

m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox2

（3

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent A
ugust-S

eptem
ber

）, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
36
） 

「
国
連
軍
協
定
交
渉
進
捗
状
況
」
一
九
五
二
年
八
月
二
一
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』

（B
’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
37
） 

奥
村
「
国
連
軍
協
定
一
件
」
一
九
五
二
年
九
月
一
三
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』

（B
’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

三
一
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
三
九
四
）

（
38
） 

三
宅
参
事
官
「
国
連
軍
協
定
交
渉
に
関
す
る
ボ
ン
ド
参
事
官
と
の
會
談
要
領
」（
極
秘
）、
一
九
五
二
年
一
〇
月
四
日
、『
日
本
国
に
お
け
る
国

際
連
合
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3

）、
外
交
史
料
館
。

（
39
） 

“T
elegram

 F
rom

 the E
m
bassy in T

okyo to the S
tate D

epartm
ent, N

o. 1336, O
ctober 23, 1952”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; U

.S
. 

E
m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox3

（2

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent O
ctober-N

ov.-D
ec. 1952

）, 

N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
40
） 

“T
elegram

 F
rom

 the S
tate D

epartm
ent to the E

m
bassy in T

okyo, N
o. 1381, D

ecem
ber 1, 1952”

（S
ecret

）, R
G
84 Japan; 

U
.S

. E
m
bassy, T

okyo; C
lassifi ed G

eneral R
ecords, 1952-1963, B

ox3

（2

）（320.1 Japan-U
.N

. A
greem

ent O
ctober-N

ov.-D
ec. 

1952

）, N
ational A

rchives at C
ollege P

ark, C
ollege P

ark, M
D
.

（
41
） 

『
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
関
係
一
件　

各
種
草
案
関
係　

第
二
巻
』（B

’.2.7.0.3-12

）、
外
交
史
料
館
。

（
42
） 

信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
三
八
頁
。

（
43
） 

信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
五
四
頁
。

（
44
） 

信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
五
四
頁
。

（
45
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
日
（
朝
刊
）。

（
46
） 

朝
鮮
戦
争
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
神
谷
不
二
『
朝
鮮
戦
争　

米
中
対
決
の
原
形
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
〇
年
を
参
照
。

（
47
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
一
日
（
朝
刊
）。

（
48
） 

ト
ル
ー
マ
ン
／
ア
ト
リ
ー
会
談
の
資
料
は
、T

he N
ational S

ecurity A
rchive

の“C
onsultation is P

residential B
usiness”, S

ecret 

U
nderstandings on the U

se of N
uclear W

eapons, 1950-1974, N
ational S

ecurity A
rchive E

lectronic B
riefi ng B

ook N
o. 159

の

D
ocum

ent 1

に
よ
る
。〈http://nsarchive.gw

u.edu/N
S
A
E
B
B
/N

S
A
E
B
B
159/

〉 D
ocum

ent 1

に
あ
る”C

O
M

M
U
N
IQ

U
E

”, D
ecem

ber 8, 

1950.

ま
た
、
こ
の
会
談
に
つ
い
て
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
『
ト
ル
ー
マ
ン
回
顧
録　

2
』
二
九
八
│
三
〇
六
頁
参
照
。

（
49
） D

ocum
ent 1

に
あ
る“M

E
M

O
R
A
N
D
U
M

 F
O
R
 T

H
E
 R

E
C
O
R
D
: E

xcerpt from
 m

eeting betw
een the P

resident and P
rim

e M
inister 

in the C
abinet R

oom
 of the W

hite H
ouse, T

hursday, D
ecem

ber 7, 1950
（T

his inform
ation not incorporated in offi  cial account 

三
一
二



日
米
安
保
条
約
に
も
と
づ
く
事
前
協
議
制
度
の
原
型
（
信
夫
）

（
三
九
五
）

of m
eetings, by P

hilip C
. Jessup, A

m
bassador at L

arge”

（T
op S

ecret

）.
（
50
） U

nited S
tates D

epartm
ent of S

tate, A
andahl, F

redrick, E
ditor, F

oreign
 R

elation
s of th

e U
n

ited
 S

tates, 1951. K
orea an

d
 

C
h

in
a

（in
 tw

o parts

）, V
olum

e V
II, P

art 1, U
.S

. G
overnm

ent P
rinting O

ffi  ce, 1951, p. 266.

（
51
） H

arry S
. T

rum
an to O

m
ar B

radley, w
ith attachm

ents, D
ecem

ber 6, 1950, M
arch 24, and A

pril 7, 1951; M
acA

rthur, 

D
ouglas-general; G

eneral F
ile; P

S
F
; T

rum
an P

apers.

〈http://w
w
w
.trum

anlibrary.org/exhibit_docum
ents/index.php?pagenum

b

er=5&
titleid=186&

tldate=1951-04-07&
collectionid=fi rem

&
P
ageID

=1&
groupid=3414

〉
ト
ル
ー
マ
ン
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
確
執
に
つ
い

て
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
『
ト
ル
ー
マ
ン
回
顧
録　

2
』
を
参
照
。

（
52
） 

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
四
月
二
七
日
（
朝
刊
）。

（
53
） 

朝
鮮
議
事
録
の
日
本
語
訳
は
、
信
夫
『
日
米
安
保
条
約
と
事
前
協
議
制
度
』
一
六
〇
│
一
六
一
頁
参
照
。

（
54
） 

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
（
大
窪
愿
二
訳
）『
吉
田
茂
と
そ
の
時
代
』（
下
）、
中
公
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
六
│
一
二
七
頁
。

（
55
） 

マ
コ
ー
マ
ッ
ク
は
、
日
本
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
「
構
造
化
さ
れ
た
依
存
」
を
、
ア
メ
リ
カ
の
「
属
国
」
と
規
定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
ガ

バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
（
新
田
準
訳
）『
属
国

│
米
国
の
抱
擁
と
ア
ジ
ア
で
の
独
立
』
凱
風
社
、
二
〇
〇
八
年
参
照
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ダ

ワ
ー
／
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
（
明
田
川
融
・
吉
永
ふ
さ
子
訳
）『
転
換
期
の
日
本
へ

│
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
か
「
パ
ッ
ク
ス
・

ア
ジ
ア
」
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
、
二
〇
一
四
年
も
参
照
。

（
56
） 

孫
崎
享
『
戦
後
史
の
正
体 1945-2012

』
創
元
社
、
二
〇
一
二
年
。

（
57
） 

岡
崎
勝
男
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
勝
男
『
戦
後
二
十
年
の
遍
歴
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
所
収
の
柴
田
紳
一
「
解
説
」
一
六
七
│

一
七
五
頁
を
参
照
。

（
58
） 

孫
崎
『
戦
後
史
の
正
体
』
五
〇
頁
。

三
一
三
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